














“Journal" Module in Moodle 
-A Communication Channel between Teachers and Students 一
Hiroki IWAI 
“J ournal" is one of the standard modules in the Learning Management System “Moodle"; however, 
not much information about how to use this module is provided in the class. 
Journal is like a learning diary; only the teacher/TAs can read the messages and give comments 
and/or advice to the students. In my class “German for Beginners ," Journal works as a useful 
communication channel between the students and the teacher/TAs. The figures for Summer Semester 
2010 say that most of the students accessed the Journal module mo1'e than twice a week. Further, 
8 of the 38 students took more than 800 sessions on my course and read/wrote in the Journal 3 to 4 
times a week. 
Every week, 1 would send questions and messages about the class activities , and would ask the 
students to write answers and comments in response to my questions/messages in the Journal. Some 
students asked me questions on issues pertaining to grammar that they did not understand in the 
class while others spoke about their campus activities, daily lives, and their personallives. 






























l セメスタ ー に 2 回行い、普段の授業はビデオ撮影に向
けてグループワークを中心に準備を行う 。
2 
2. Moodle と「日誌j について
Moodle は Martin Dougiamas氏が開発したオープン
ソースの e-learning プラットフォームで、 2010年 12 月現





「日誌 (Journal) J は Moodle に標準添付されているモ
ジュールのひとつで、 Moodle 1.3以降のパージョンで利
用できる。モジュールの説明には
This modu1e allows a teacher to ask students to 
reflect on a particular topic. The students can edit 
and refine their answer over time. 4) 
とあるだけで、オンラインヘルプにも「日誌」に関する
記述はない 5)。 また、 Moodleのデイスカッションボー
ドでは、 Moodle の最新パージョンである Moodle 2.0 で
は Journalが動かないという報告や、他の online text 
assignment を勧める記事もある 6) 。
「日誌J の特徴は、学生が教員と 1対 1でコミュニケー













その下に記入欄が現れる。 HTML フ ォ ーマットでの記
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3. Mood le および日誌モジュールへのアクセス状況
2010年度前期はMoodleを使用したクラスが2 コマ
あったが、 こ こではそのうちの l コマ (火曜日 1 時間目・
法学部対象) のアクセス状況を紹介する。 2010年 12 月
10 日現在のこのコースへの総アクセス数は 26，279 であ
るが、教員・ TA. ゲストによるアクセス数を差しヲ|い
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2010 年初級ドイツ語前期 「日誌J へのアクセス状況
「 日誌」は毎回授業終了後 1週間以内に書くように指
示 している。 3分の 2ほどの学生は授業の当日に書いて
いるが、締切直前に書く学生も数名いる。学生は他の受
講生の「日誌J を見ることはできない。 グラフ 2からは
授業時間中に 2回程度 「日誌」を開いていることがわか
る 。 おそらく l 回目は教師からのフィードパックの確認、
もう l 回はその日の書き込みだと思われる。 授業最終日
は 7 月 27 日だ、ったが、最終授業の日誌締切日の翌日であ







も多かったのは 1213 アクセスの学生Aであった。 学生
Aの 「日誌」へのアクセス状況はグラフ 3のようになっ
ている。 学生Aは、後半になってから 「日誌」 へのアク
セスが増加している。 先にも述べたとおり 、 「 日誌」 は
自分の書き込みと教師のフィードパックしか見ることが











グラフ 3 学生 A の「日誌j へのアクセス状況
O 
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~~同氏側ドイツ語在学ぼう ファーゼ0 - ゼ口語叫める人がまず覚えるおの単
包釘国伐刷ドイツ冨を学ぼうフアーゼ1-1-.初に覚える動開 ・ 動動111 36 語一





一方学生Bの場合は、アク セス数は 813で学生A と比
べて少ないが、「日誌」 への書き込み量は非常に多い。
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動」 にある「 日誌J (図 3 ) と、週区切りで表示さ れる
ブロックにつくる「今日のひとこと 」 というリンク (図 4)
である。「今日のひとこと 」 をクリックするとその日の




学生Bは 「 日 誌」 をクリックして書き込みを行なってい
たことが記録に残っている。





と 「 日誌J へのアクセス状況をみると、 6月半ばにある
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る 。 つらいね。 この場ではみんないろんなこと
を書いてますよ 。 失恋、の話なんかもある。 もし
書いてみょうかなと思ったら、なんでもどうぞ。
学生 C はその後しばらく 「日誌」にはアクセスしてい
たが書き込みはなかった。 しかし最終授業前に復活し、










授業支援システムの活用と学生とのコミュニケーション「日誌j 機能の活用についての実践報告 5 
ため、このようにしている 。 例えば、

















































ドイツ語。 でも難しいなあ (γ) (女)
• You Tubeで発音を繰り返し聞き 8)、ややこしい
アルファベットをやっと覚えられてきたかと思え
ば、今日は二桁の数字を勉強し、また混乱してき















































































タク ト をとるきっかけになる。 3草で紹介した学生Cの
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向後千春 íe ラーニング授業でコミュニケーションカード íe大
福帳J を使う J 2007 
品川恭子 íMoodle を利用した協働学習コミュニティ」関西外
国語大学留学生別科日本語教育論集 18 号 2008
j質問美郎 rMoodle を使って授業する! なるほど簡単マニユ
アルj 海文堂、 2008.
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セッション、 「課題J ( レポート提出) は3万セッションほ
どあるのに対し、アセスメントやデイスカッションは各 1
万セ ッション程度であった。
3) 熊井ほか íMoodle を活用した外国語学習支援J 2006、 三




(2010年 12 月 20 日現在)
5) Moodle ver. 1.9 にて確認。
6) http://moodle.org/modlforum/discuss.php?d=160866 (2010 
年 12月 20 日現在)
7) Apple Japanから iPod touch を 40 台借用し、 6月から 7月
にかけて授業での活用実験を行った。




10) 向後千春 íe ラーニング授業でコミュニケー ションカ ー ド
íe大福帳J を使う 」
